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J-Link / J-Trace PRO Debugger OZONE
オゾン
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J-Link PLUS(Compact) / ULTRA+ / PRO , J-Trace PROで利用可能

スタンドアロンデバッグソフトウェアツール

OZONE
様々なツールチェーン・コンパイラ対応
SEGGER SES / IAR EWARM / Keil MDK-ARM / GCC / Clang

J-Link / J-Trace PROの機能を最大限に活かす
無制限ブレイクポイント機能

ハードウェア制約を受けずに無制限にブレイクポイントを設定可能

J-Link RTT
CPUのリソース・オーバーヘッドをほとんど必要なく利用可能な
高速なデータ取得インターフェース

トレース機能でコードプロファイリング・カバレッジ
J-Trace PRO 

ETMトレースで全命令トレース機能で正確なコードプロファイリング・
コードカバレッジが可能

J-Link
ETM機能でトレースデータ取得

クロスプラットフォーム対応
Windows / Arm Windows / Linux / MacOS

Arm Cortex-A/R/M , RISC-V対応

CPU・開発ツールチェーン・コンパイラに依存することなく
J-Link導入だけで利用可能
プロジェクト進捗に合わせデバッグ人員の増減にも対応しやすく、
高いコストパフォーマンスを実現
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組み込みアプリケーション開発用のデバッグソフトウェアに必要な機能を搭載

OZONE機能一覧
OZONEで利用可能な分析機能・ツール

 ブレイクポイント・トレースポイント  コードプロファイリング（カバレッジ）

 コールスタック  データサンプリング

 逆アセンブリ  命令トレース

 グローバル変数・ローカル変数  電力モニタリング

 メモリ  タイムライン

 CPUレジスタ  コールグラフ

 ターミナルI/O  メモリ使用量

 コンソール  RTOS認識デバッグ

 電力プロファイリング  ソースコードビューワー

SystemView(別途ライセンス)併用でさらにアプリケーションを可視化可能
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－ 高性能なデバッグ機能を提供



J-Link RTTを用いた高速データ転送をサポート

J-Link RTTを用いた高速データ転送
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－ 高精度のデバッグ情報を提供

J-Linkに搭載されている高速データ転送技術
タイムラグのないデータ取得・送信
複数のチャンネルを双方向で利用可能

ハードウェア接続は汎用のSWD接続のみ
追加のハードウェアリソースは不要
アプリケーションにほとんど影響与えない
RTTライブラリとユーザアプリケーションへの
API記述のみで利用可能

リソース 使用量

ROM 500 Byte以下

RAM 24Byte + バッファ24Byte /チャネル
J-Link ULTRA+/PROの高性能モデルの
性能を最大限に活かす



マイコン環境・ツールチェーン・コンパイラに依存することなく利用可能なデバッグソフトウェア

汎用性の高いソフトウェア
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－ ユーザ環境に合わせて利用可能

動作確認済みホストOS

Windows
Windows 7 (x86_64)
Windows 10 (x86_64 / ARM64)
Windows 11 (x86_64 / ARM64)

Linux
Debian 10 / 11 / 12 (x86_64)
Fedora 38 / 39 / 40 / 41 (x86_64)
Ubuntu 20.04LTS / 22.04LTS / 24.04LTS (x86_64)

MacOS
Big Sur / Monterey / Ventura / Sonoma / Sequoia 
(x86_64 / ARM64)

対応ツールチェーン・コンパイラ
Elf/Dwarfデバッグ情報付き出力ファイル

GCC and GCC-based IDEs
SEGGER Embedded Studio / Eclipse / makefile projects

clang/LLVM 
SEGGER Embedded Studio

IAR ICCARM 
EWARM V6 / V7 / V8

ARM Compiler 
Keil uVision V4 / V5

対応ターゲットCPUコア
ARM

ARM7 / ARM9 / ARM11
Cortex-M / Cortex-A / Cortex-R

RISC-V
RV32I

※ J-Link対応確認済みデバイス

RTOS認識デバッグ対応RTOS （ターゲットCPU）

SEGGER embOS / ChibiOS / FreeRTOS / Eclipse ThreadX / Zephyr

RTOS認識デバッグプラグインをユーザ開発可能（JavaScriptベース）
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内蔵フラッシュと外付けフラッシュ、メモリマップされたQSPIフラッシュでも動作

無制限ブレイクポイント設定
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マイコンのブレイクポイント数を無制限に設定可能な拡張機能
「J-Link Unlimited Flash-BP」拡張機能を使うことで、ユーザーはフラッシュメモリでデバッグするとき、無制限のブレイク
ポイントを設定できます。この機能がないデバッガでは、フラッシュに設定できるブレークポイント数は、CPU のデバッグ
ユニットでサポートされているハードウェアブレイクポイントの数に制限されます。（ARM 7/9 では2、Cortex-M では4-6）

外部フラッシュへのブレイクポイント設定
外付けフラッシュ、メモリマップされたQSPIフラッシュへのブレイクポイントの設定、動作することができます。



提供デバッグ機能

ソースコードビューワ / 逆アセンブリ / シンボル監視ウィンドウ
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ソースコードビューワ

逆アセンブリ

ソースコードビューワはターゲットアプリケーションの動きに合わせてナビゲーション
します。アクティブなソースコードのハイライト表示。ブレイクポイントの設定、アプリ
ケーション実行開始位置の設定などが可能です。
個々のソースコード行から関連するアセンブリコードを表示する事ができます。

逆アセンブリでステップ実行におけるアセンブリ命令レベルでプログラムの実行追跡が
できます。ソースコードとシンボル情報でアセンブリ命令と関連する情報を表示。
双方を個別に表示、非表示を選択することができます。

シンボル監視ウィンドウ
変数と関数パラメータを監視・編集する事ができます。他のウィンドウやソースコード
ビューワからシンボルをドラッグアンドドロップするか、手動で入力します。
アプリケーションの実行中に定期的に更新する事ができます。
（ターゲットがサポートしている場合）



提供デバッグ機能

レジスタ表示・ターミナルI/O
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CPUレジスタ

ターミナルI/O

基本的なCPUレジスタに加えてメモリマップされたペリフェラルレジスタ（SFR）を
表示します。全てのレジスタはグループ化し表示、アプリケーションが停止された際に、
直近変更されたレジスタ値がハイライト表示されます。

ターゲットアプリケーションから、printf()やJ-Link RTTを使ったI/Oをサポートし、
テキストメッセージを送受信します。

J-Link RTTを標準printf()関数の代わりに利用
標準のprintf()関数をオーバーライドしてRTTを使用することもできます。 RTTを使用すると、printf()にかかる時間が最小限に抑えられ、
アプリケーションが精緻なリアルタイムタスクを実行している間に、デバッグ情報をホストPCに出力できます。

SEGGER RTTの実装には、RTTを介してフォーマットされた文字列を書き込むために使用できるシンプルなprintf()が含まれています。
このSEGGER_RTT_Printf()は、標準ライブラリのprintf()よりも小さく、ヒープを必要とせず、設定可能な量のスタックのみリソースを
必要とします。
SEGGER RTTはコンパイル時にプリプロセッサ定義ですべて構成可能です。チャネル数、デフォルトチャネルのサイズを設定することが
できます。読み取りと書き込みは、定義可能なLock()ルーチンとUnlock()ルーチンを使用して、タスクセーフにすることができます。



RTOSのタスク・スタックベースに認識してデバッグ情報表示

RTOS認識デバッグ
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RTOS認識デバッグ

RTOSプラグインインターフェース（JAVA Script）

RTOS 認識を有効にすると、Ozone は追加のタスクウィンドウを表示
します。デバッグ・セッションで停止すると、タスク・ウィンドウには、
システムで現在使用可能なすべてのタスクがリストされ、その状態が表示
されます。

他のお客様がご利用中のRTOSで利用される場合、
プラグインインターフェースを介してJAVA Scriptで対応可能です。

【標準対応RTOS】
 SEGGER embOS 
 ChibiOS
 FreeRTOS
 Eclipse ThreadX
 Zephyr



コールスタックの推移を時系列でグラフィカルに表示

タイムライン機能
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関数の呼び出しにかかった時間、呼び出されたサブルーチン、サブルーチンで費やされた時間を計測できます。
プログラムフローの不連続性（割込やコンテキストスイッチ）は重要なイベントとして、識別できる様に色を変えて
強調表示されます。
RTOSプラグインを使用している場合、OSレベルでタスクスイッチ・タスクの実行状況を確認することができます。

時間の経過に伴う呼び出し履歴をグラフィカルに
表現します。
タイムラインは記録されたトレース データに
基づいており、ソース関数情報にマップされます。

－ アプリケーションの様々な状態を可視化し分析



変数サイズ SWD Clock
4MHz

SWD Clock
8MHz

SWD Clock
20MHz

SWD Clock
50MHz

1-byte変数 x1 50 us
(20 kHz)

30 us
(33.3 kHz)

14 us
(71.4 kHz)

10 us
(100 kHz)

4-byte変数 x8 145 us
(6.8 kHz)

80 us
(12.5 kHz)

40 us
(25 kHz)

25 us
(40 kHz)

データサンプリングによるRAMモニタリング

RAMモニタリング機能

Copyright © 2025 EmbiTeK Co., Ltd. All Rights Reserved. 
12

－ 高精度なデータサンプリングで実現

高速データサンプリング可能な
J-Link PRO / J-Link ULTRA+

Cortex-M33 CPUクロック@160MHz マイコン利用時

詳細なデータサンプリングの
ベンチマークデータ資料も用意
お気軽にお問い合わせください。



J-LinkとOZONEの組合せで消費電力をモニタリングしながら、デバッグ

電力プロファイリング

Copyright © 2025 EmbiTeK Co., Ltd. All Rights Reserved. 
13

－ J-Linkからターゲットへ5V電源供給時に測定可能

システィック
POWER Profilingでは、アイドルシステムよりわずかに多くの
電力を必要とするため、1ms SysTick 割り込みも確認できます。

左図は、2 つの LED を切り替える embOS サンプルアプリケーションを実行した
消費電力を示しています。
J-Link Debugger OZONEの電力グラフには、LEDが切り替わったときのターゲッ
ト電流の変化がわかりやすく表示されます。

SEGGERハイエンドデバッガ（J-Link ULTRA +、J-Link PRO、J-Trace PRO）は、
50μAの解像度で最大100 kHz（200kSa / s）のサンプリングレートを提供

タスクスイッチ
さらにズームインすると、タスクがいつ実行されてLEDが点灯したか
を特定することもできます。



J-Trace PROで全命令トレース／J-LinkでETBトレースで実現

コードプロファイリング・コードカバレッジ
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コードカバレッジ 対応

C0 標準対応

C1 標準対応

C2 標準対応

MMC ユーザスクリプトにより

MC/DC 未対応

コードプロファイリング
J-Trace PROストリーミングトレース機能を使用するとトレースデータは、リアルタイムで
分析され、OZONEで表示されます。ターゲットで実行された命令、条件付き命令が両方の
パスを使用したかどうか、各命令の実行頻度などの情報を表示。
プロファイルされたデータを検証して、最適化できる可能性を発見し、アプリケーションの
最適化のサポートを行う事ができます。

コードカバレッジ
J-Trace PROとOZONEの組合せで、コードカバレッジ機能を提供します。

J-Trace PRO
ETM/PTM (専用接続が必要)

J-Link
ETB/MTB (SWD/JTAG接続)
限定的な利用になります。



システム状態を任意の時点で保存

スナップショット
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Ozoneのデバッグスナップショット機能を使用すると、システムの状態を任意の時点で保存できます。
スナップショットには、デバイスのROM/RAMの内容、CPUレジスタ値、命令トレースとログ出力および周辺レジスタ値
などの現在のターゲットハードウェア状態を含めることができます。
スナップショットを保存し、保存したスナップショットをターゲットにリロードすることも可能です。



OZONEの入手方法

OZONEのダウンロード／インストールについて
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OZONEはJ-Link Software Packageに含まれていないため、別途ダウンロードする必要があります。

J-Link Software ダウンロードURL
https://www.segger.com/downloads/jlink/

J-Link Software and Documentation Pack
最新のJ-Linkドライバ／ファームウェアはこちらから
次ページ以降で開発利用で役に立つツールの紹介

OZONEダウンロード

https://www.segger.com/downloads/jlink/
https://www.segger.com/downloads/jlink/
https://www.segger.com/downloads/jlink/
https://www.segger.com/downloads/jlink/
https://www.segger.com/downloads/jlink/
https://www.segger.com/downloads/jlink/


OZONEと合わせて開発利用できる
J-Link Software
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デバッグ作業の効率化を実現する、J-Linkソフトウェアツール

J-Link SWO viewer
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SWOインターフェースを利用して、
CPUから出力したデータを表示ツール

RTT viewer
RTT のすべての機能を使用するためのツール
RTT Viewerはデバッグツールを使わずスタンドアロンで
使用、実行中のデバッグ セッションと並行して利用可能

アプリケーションがスタンドアロンで実行されている場合は、
デバッグソフトウェアなしでログ出力。
SWO経由のターミナル出力をサポートしないGDBや 
GDB/Eclipse などのデバッガと並行利用可能。

■ チャンネル0のデータ出力
■ テキスト入力をチャンネル 0 に送信
■ 最大 16 の仮想ターミナル
■ テキスト出力の制御: 色付きテキスト、コンソールの消去
■ チャンネル 1 でのデータのロギング



デバッグ作業の効率化を実現する、J-Linkソフトウェアツール

J-Mem
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デバッグセッション中のメモリ内容表示・変更書込み可能

J-Run
テスト アプリケーションを使用し組込みハードウェアを
プログラム、実行を制御、テスト結果を取得するための
コマンドラインユーティリティです。
大量の手作業が必要となるテスト実行を自動化できます。

■ RAMの値を変更可能
■ CPUレジスタ/ IOレジスタ / SFR への書き込みが可能
■ RAM 全領域を任意の値で埋めることができます
■ メモリセクションを.binファイルに保存可能
■ メモリ表示を定期的に更新設定可能

J-Run は、RTT 経由でテスト アプリケーションから出力をキャプチャし、
すべての出力を端末に出力できます。RTT を使用すると、テストを中断せず
に実行できるため、タイミングが重要なタスクに特に役立ちます。

https://www.segger.com/products/debug-probes/j-link/tools/j-run/

https://www.segger.com/products/debug-probes/j-link/tools/j-run/
https://www.segger.com/products/debug-probes/j-link/tools/j-run/
https://www.segger.com/products/debug-probes/j-link/tools/j-run/
https://www.segger.com/products/debug-probes/j-link/tools/j-run/
https://www.segger.com/products/debug-probes/j-link/tools/j-run/
https://www.segger.com/products/debug-probes/j-link/tools/j-run/
https://www.segger.com/products/debug-probes/j-link/tools/j-run/


フラッシュプログラミングツール

J-Flash
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－ JTAG/SWD接続CPU経由でのフラッシュ書き込み

J-LinkがサポートしているMCU内蔵フラッシュ
JTAG(SWD)インターフェースからQSPIフラッシュ書込み

MCU内蔵フラッシュ書込み

QSPIフラッシュ書込み

マルチバンク対応
同じハードウェアに存在する異なるフラッシュを1 回のセッションで書込むことができます。



(Q)SPIフラッシュプログラミングツール

J-Flash SPI 
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－ (Q) SPIインターフェースから直接SPIフラッシュへ書込み

J-Flash SPI コマンドラインインターフェースを利用してバッチプログラミングを利用可能
https://wiki.segger.com/J-Flash_SPI#Command_Line_Interface

■ SPI フラッシュに直接プログラミング 
■ J-Linkはフラッシュと直接通信するため、CPU依存性なく利用可能
■ 一般的な SPI フラッシュの自動検出
■ あらゆる SPI フラッシュをサポート

 必要に応じて、すべてのフラッシュパラメータを手動で設定
■ コマンドライン経由で制御可能

https://wiki.segger.com/J-Flash_SPI#Command_Line_Interface
https://wiki.segger.com/J-Flash_SPI#Command_Line_Interface
https://wiki.segger.com/J-Flash_SPI#Command_Line_Interface


遠隔地からターゲットボードへアクセス

J-Link Remote server
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－ J-Link PROのEthernet接続、他J-LinkはクライアントPCへ接続

J-Link Software のリモートアクセス機能「J-Link Remote Server」を利用して開発者は、遠隔地からアクセ
スし、デバッグ対応を行う事ができます。リモートアクセス情報は、暗号化を有効にして、第三者からのアク
セスデータの盗聴を防止することが可能です。この機能により、リモートオフィス／在宅勤務における開発業
務を効率的に進める事ができます。

離れた場所にある開発チームをつなぐリモート対応機能

SEGGER社の用意しているトンネルサーバ
ユーザ様のトンネルサーバを指定して利用する事も可能

https://www.embitek.co.jp/technote/jlink/jlink_remote_server.pdf

https://www.embitek.co.jp/technote/jlink/jlink_remote_server.pdf


J-Link製品の導入はエンビテックウェブショップで

EmbiTeK Web Shop
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https://www.embitek.shop/

最短当日発送
在庫品標準納期：翌営業日 – 3営業日以内発送
在庫切れ製品納期：10営業日以内発送

各種決済方法に対応
 各種クレジットカード（要3Dセキュア認証）
 PayPay
 Amazon Pay
 銀行振り込み（前入金）
 代金引換

※銀行振り込み（後払い）は営業窓口へご相談ください。
エンビテック営業窓口：sales@embitek.co.jp

SEGGER社製品国内最安値保証
標準英語サポート対応製品は日本国内最安値で提供します。
日本語サポート窓口対応も提供可能

mailto:sales@embitek.co.jp


Arm Cortex/RXソフトウェア開発から量産をサポート
製品開発フローの課題に合わせて対応

Arm Cortex / RX CPU

デバッガ
開発ツール

量産書込
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